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令和６年５月２４日 開会

別海町農業委員会
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第２５期 第１２回総会

別 海 町 農 業 委 員 会 議 事 録

（令和６年５月２４日）

〇開催日時 令和６年５月２４日（金）

午前１０時００分から午前１１時００分

〇開催場所 別海町役場 ４階 議場

〇議事日程

日程第 １ 報告第１号 農地法第５条の規定による農地転用許可後の事業完

了届について

日程第 ２ 議案第１号 農地法第18条の規定による賃貸借の解約について

日程第 ３ 議案第２号 農地法第３条第１項の規定による許可申請について

日程第 ４ 議案第３号 農地法第４条第１項の規定による許可申請について

日程第 ５ 議案第４号 農地法第５条第１項の規定による許可申請について

日程第 ６ 議案第５号 別海町農用地利用集積計画の決定について

日程第 ７ 議案第６号 現況証明願いについて

日程第 ８ 議案第７号 令和５年度農業委員会による最適化活動の点検・評

価について

日程第 ９ 議案第８号 別海町農業委員会だより広報委員会設置要綱の一部

を改正する訓令の制定について
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〇出席委員（２６名）

会 長 ２７番 信 夫 重 勝

会 長 代 理 ２６番 加 藤 真 純

１番 羽 石 健 一 ２番 加 藤 祐 介

３番 芳 賀 均 ４番 阿 部 浩

５番 石 森 裕 治 ６番 石 毛 剛

７番 押 田 賢 二 ８番 山 田 良 雄

９番 木 幡 誠 １０番 佐々木 實

１１番 竹 花 智 子 １２番 猿 谷 忠 義

１３番 畠 山 友 子 １４番 市 川 義 晴

１５番 藤 田 浩 義 １６番 石 田 昌 樹

１７番 及 川 哲 夫 １８番 小 島 敏

１９番 斉 藤 春 雄 ２０番 岸 本 正 明

２１番 伊 藤 一 吉 ２２番 豊 島 千 秋

２４番 岡 崎 知 暢 ２５番 大 内 敏 光

〇欠席委員（１名）

２３番 目 黒 英 夫

〇農業委員会事務局出席職員

事 務 局 事務局長 川 畑 智 明

総 務 担 当 主幹 成 瀬 広 子

農地調整担当 主幹 大 山 晋 作

農地調整担当 主任 川 原 浩 貴

農地調整担当 主事 後 藤 良 介

〇傍聴人（０名）

〇議事録署名委員

２１番 伊 藤 一 吉 ２２番 豊 島 千 秋
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次の記録は、農業委員会等に関する法律第２７条の規定により会議の記録を

記載したものである。

令和 年 月 日

署名者

議 長 信 夫 重 勝

議席２１番 伊 藤 一 吉

議席２２番 豊 島 千 秋
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開会 午前１０時００分

◎開会宣言

〇事務局（川畑事務局長）

定刻になりましたので、信夫会長に御挨拶をいただき総会を始めさせてい

ただきます。

〇信夫会長

皆さんおはようございます。

（会務報告がある）

本日は報告１件、議案８件ですので、御審議のほどよろしくお願いいたし

ます。

〇議長（信夫会長）

それでは、ただいまから第１２回農業委員会総会を開催いたします。

ただいま出席している委員は２６名でございます。

定足数に達していますので、直ちに本日の会議を開催させていただきます。

なお、欠席委員につきましては、２３番目黒委員、１名です。

本日の議事日程はお手元に配付のとおりでございます。

始めに議事録署名委員を会議規則第１９条の規定により議長において指名

いたします。２１番伊藤委員、２２番豊島委員。以上２名を指名しますので、

よろしくお願いいたします。それでは、議事に入ります。

◎日程第１ 報告第１号

〇議長（信夫会長）

日程第１ 報告第１号「農地法第５条の規定による農地転用許可後の事業

完了届について」を議題に供します。

事務局より報告の朗読と内容の説明をお願いします。

〇事務局（大山主幹）

報告第１号、農地法第５条の規定による農地転用許可後の事業完了届につ

いて。次の者から先に農地法第５条の規定により許可を受けた事業が完了し

た旨の届出があったので報告する。

本件につきましては、令和５年度に農地転用許可を行った案件につきまし

て令和６年４月１７日並びに令和６年５月１４日に現地調査を行ったもので

す。報告内容につきましては申請時における計画どおりですので、申請者、

土地所有者、計画高、出来高、事業完了年月日を朗読させていただきます。

第１号、申請者、別海町中春別南町３番地、有限会社ジェイエー・ワンプ

代表取締役 望月 彦。土地所有者、別海町中春別６８番地の１３６、村山

英司。火山灰計画高３万７６２㎥に対し出来高１万７，０００㎥。事業完了

年月日、令和６年４月１０日。
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第２号、申請者、中標津町東２６条北１丁目１２番地、有限会社長川産業

代表取締役 柳原幸司。土地所有者、別海町別海１０番地の３８、松木吉孝。

砂計画高１万９７０㎥に対し出来高６，９３７㎥。事業完了年月日、令和６

年５月１３日。

第３号、申請者、中標津町西１３条北１１丁目１番地３１、有限会社弓場

建設 代表取締役 弓場幸喜。土地所有者、別海町上春別２６３番地の１０、

佐藤利保。砂計画高１２，５７５㎥に対し出来高２，６００㎥。土計画高１

万２，６８７㎥に対し出来高０㎥。事業完了年月日、令和６年４月３０日。

以上で報告第１号の内容説明を終わります。

〇議長（信夫会長）

はい、報告第１号の事務局説明が終わりました。ここで現地調査に当たら

れた委員の説明を求めます。１号につきましては、５番石森委員。２号につ

きましては、８番山田委員。３号につきましては１４番市川委員。

なお、１号につきましては２１番伊藤委員に関係する案件ですので、議事

参与案件とさせていただきます。

それでは１号につきまして、５番石森委員お願いいたします。

〇５番 石森委員

はい、御説明いたします。令和５年度の村山英司さんとジェイエー・ワン

プの火山灰採取完了案件でございます。４月１７日に大内委員、小島委員、

事務局と現地を見てまいりました。整地されていることを確認し、問題ない

と思いますので、よろしくお願いいたします。

〇議長（信夫会長）

続きまして、２号につきまして８番山田委員お願いいたします。

〇８番 山田委員

はい、説明いたします。５月１４日に市川委員、目黒委員、自分と事務局

の４名で現地を見てまいりました。現地は毎年確認をしているところで整地

されており、問題ないものと見てまいりました。よろしくお願いいたします。

〇議長（信夫会長）

続きまして、３号につきまして１４番市川委員お願いいたします。

〇１４番 市川委員

はい、弓場建設の件なのですけれども５月１４日に山田委員、目黒委員と

現地を調査してまいりました。ここは長年採取している土地で、もう少し採

れば完了になるのかなと見てまいりました。畑の状態としては良好と見てま

いりましたが、まだ播種はしていませんでした。以上です。

○議長（信夫会長）

報告第１号の委員説明が終わりました。ここで、報告第１号につきまして

質疑を受けたいと思います。何か御質問ございませんか。

〇委員

（「なし」の声あり）

○議長（信夫会長）
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なしということですので、報告第１号を承認することに御異議ございませ

んか。

〇委員

（「異議なし」の声あり）

○議長（信夫会長）

異議なしということですので、報告第１号を原案のとおり承認することに

決定します。

◎日程第２ 議案第１号

〇議長（信夫会長）

日程第２ 議案第１号「農地法第１８条の規定による賃貸借の解約につい

て」を議題に供します。

事務局より議案の朗読と内容の説明をお願いいたします。

〇事務局（川原主任）

議案第１号、農地法第１８条の規定による賃貸借の解約について。次の者

から農地法第１８条第６項に規定により提出された賃貸借の合意解約の通知

について、同条第１項の規定による可否の決定を求める。本案は２件ござい

ます。貸主、借主双方の合意により解約された通知であり、土地の引渡しの

時期６か月以内に合意解約が成立しております。それでは朗読させていただ

きます。

第１号、貸人、別海町上風連１５４番地の５０、大竹敏文。借人、別海町

上風連１７６番地の３、株式会社 GATTEN 代表取締役 木下恵佳。解約する

土地、上風連１５４－５４外４筆、計１６万１，０５１㎡。利用権の種類、

賃借権。契約期間、令和元年５月３０日から令和６年５月２９日まで。合意

解約成立の日、令和６年５月８日。土地の引渡しの時期、令和６年５月２４

日。

第２号、貸人、札幌市中央区北５条西６丁目１番地２３、公益財団法人北

海道農業公社 理事長 小田原輝和。借人、別海町西春別１０３番地の５、

株式会社アグリライフ 代表取締役 中洞裕。解約する土地、西春別７１－

８外１４筆、計３０万２，８６１㎡。利用権の種類、同上。契約期間、令和

元年１１月２６日から令和６年９月３０日まで。合意解約成立の日、令和６

年５月１６日。土地の引渡しの時期、令和６年５月１６日。

以上で議案第１号の内容説明を終わります。

〇議長（信夫会長）

議案第１号の事務局説明が終わりました。この案件につきましては合意解

約の案件ですので、事務局説明のみとさせていただきます。

それでは、議案第１号につきまして質疑を受けたいと思います。何か御質

問ございませんか。
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〇委員

（「なし」の声あり）

〇議長（信夫会長）

なしということですので、採決に入りたいと思います。否決の方の挙手を

求めます。

〇委員

（挙手なし）

〇議長（信夫会長）

挙手なしということですので、議案第１号につきまして原案のとおり許可

することに決定します。

◎日程第３ 議案第２号

〇議長（信夫会長）

日程第３ 議案第２号「農地法第３条第１項の規定による許可申請につい

て」を議題に供します。

事務局より議案の朗読と内容の説明をお願いいたします。

〇事務局（大山主幹）

議案第２号、農地法第３条第１項の規定による許可申請について。次の者

から農地法第３条第１項の規定による許可申請書の提出があったので、許可

の決定を求める。農地法第３条の許可申請につきましては、別添資料の調査

表のとおり農地法第３条第２項の各号に該当していないことを確認していま

すので併せて御参照願います。それでは朗読させていただきます。

第１号、申請人の住所氏名、貸人、別海町奥行７番地の５２、田保博幸。

借人、別海町中西別５２番地の３０、株式会社ユナイテッド牧場 代表取締

役 深代光治。許可を受けようとする土地の表示、奥行７－４外２０筆、計

１２５万５，４７２㎡。許可を受けようとする理由、貸人は、農地を有効活

用するため貸し付けるものである。借人は、経営規模拡大のため借り受ける

ものである。賃借期間、許可日から５年間。賃貸価格は３７６万５，０００

円で、１ヘクタール当たりの単価は約３万円となっております。

第２号、申請人の住所氏名、貸人、別海町別海宮舞町７４番地の２７、田

保太地。借人、別海町中西別５２番地の３０、株式会社ユナイテッド牧場

代表取締役 深代光治。許可を受けようとする土地の表示、奥行１６－６１

外１６筆、計９４万３，７６４㎡。許可を受けようとする理由、貸人は、農

地を有効活用するため貸し付けるものである。借人は、経営規模拡大のため

借り受けるものである。賃借期間、許可日から５年間。賃貸価格は２８３万

５，０００円で、１ヘクタール当たりの単価は約３万円となっております。

第３号、申請人の住所氏名、貸人、別海町中西別１４７番地の７、森嶋清。

借人、別海町中西別１３７番地２１、株式会社別海ミルクワールド 代表取
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締役 中山貞幸。許可を受けようとする土地の表示、中西別１６８－３外３

筆、計７万７８３㎡。許可を受けようとする理由、貸人は、農地を有効活用

するため貸し付けるものである。借人は、経営規模拡大のため借り受けるも

のである。賃借期間、許可日から５年間。賃貸価格は２１万円で、１ヘクタ

ール当たりの単価は約３万円となっております。

第４号、申請人の住所氏名、貸人、別海町中西別１４７番地の７、有限会

社森嶋牧場 代表取締役 森嶋清。借人、別海町中西別１３７番地２１、株

式会社別海ミルクワールド 代表取締役 中山貞幸。許可を受けようとする

土地の表示、中西別１６８－５外１０筆、計１８万１，６２９㎡。許可を受

けようとする理由、貸人は、農地を有効活用するため貸し付けるものである。

借人は、経営規模拡大のため借り受けるものである。賃借期間、許可日から

５年間。賃貸価格は５４万３，０００円で、１ヘクタール当たりの単価は約

３万円となっております。

第５号、申請人の住所氏名、譲渡人、別海町中西別３０８番地の１５０、

更屋英一。譲受人、別海町中西別１３７番地２１、株式会社別海ミルクワー

ルド 代表取締役 中山貞幸。許可を受けようとする土地の表示、中西別３

０８－４６外３１筆、計８６万５，２７６㎡。許可を受けようとする理由、

譲渡人は、農地を有効活用するため譲り渡すものである。譲受人は、経営規

模拡大のため譲り受けるものである。売買価格は７，５００万円で、１ヘク

タール当たりの単価は約８７万円となっております。

第６号、申請人の住所氏名、譲渡人、別海町中西別３０９番地の８６、林

祐一。譲受人、別海町中西別１３７番地２１、株式会社別海ミルクワールド

代表取締役 中山貞幸。許可を受けようとする土地の表示、中西別３０８－

５８外４１筆、計６８万７，８８９㎡。許可を受けようとする理由、譲渡人

は、農地を有効活用するため譲り渡すものである。譲受人は、経営規模拡大

のため譲り受けるものである。売買価格は４，９５７万２，５００円で、１

ヘクタール当たりの単価は約７２万円となっております。

第７号、申請人の住所氏名、貸人、別海町上風連１５４番地の５０、大竹

敏文。借人、浜中町西円朱別十八線１３４番地、株式会社鈴久名牧場 代表

取締役 鈴久名翼。許可を受けようとする土地の表示、上風連１５４－５４

外４筆、計１６万１，０５１㎡。貸人は、農地を有効活用するため貸し付け

るものである。借人は、経営規模拡大のため借り受けるものである。賃借期

間、許可日から５年間。賃貸価格は４８万３，０００円で、１ヘクタール当

たりの単価は約３万円となっております。

以上で議案第２号の内容説明を終わります。

〇議長（信夫会長）

はい、議案第２号の事務局説明が終わりました。ここで調査に当たられた

委員の説明を求めたいと思います。

１号から７号につきまして、８番山田委員お願いいたします。

〇８番 山田委員
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はい、説明します。１号及び２号は田保さんの土地で、４月に離農されて

深代さんが引き取るにあたり、単価３万円で５年間賃貸するものです。３号

及び４号は森嶋清さんの農地で、規模縮小のために５年間ミルクワールドに

賃貸するものです。５号は４月に離農された更屋英一さんの農地を全地ミル

クワールドが買い取るものです。６号は４月に離農された林祐一さんですが、

全地ミルクワールドに売却するものです。７号の大竹敏文さんですが、この

土地は先ほど合意解約された土地で、浜中町の鈴久名牧場に５年間賃貸する

ものです。よろしくお願いいたします。

〇議長（信夫会長）

議案第２号につきまして委員説明が終わりました。それでは議案第２号に

つきまして質疑を受けたいと思います。何か御質問ございませんか。

〇委員

（「なし」の声あり）

〇議長（信夫会長）

なしということですので、採決に入りたいと思います。否決の方の挙手を

求めます。

〇委員

（挙手なし）

〇議長（信夫会長）

挙手なしということですので、議案第２号を原案のとおり許可することに

決定します。

◎日程第４ 議案第３号

〇議長（信夫会長）

日程第４ 議案第３号「農地法第４条第１項の規定による許可申請につい

て」を議題に供します。

事務局より議案の朗読と内容の説明をお願いいたします。

〇事務局（大山主幹）

議案第３号、農地法第４条第１項の規定による許可申請について。次の者

から農地法第４条第１項の規定による許可申請書の提出があったので、許可

の決定を求める。本申請につきましては、立地基準及び一般基準を満たし、

農用地利用集積計画及び農業振興地域整備計画に支障を及ぼすものではあり

ません。それでは議案を朗読させていただきます。

第１号、許可を受けようとする土地の表示、別海２５６－１６、面積、計

３，２３８．９９㎡。目的、農業用施設建設。計画内容、育成舎外、計３，

２３８．９９㎡。転用基準、区分、農用地。許可理由、農地法第４条第６項。

土地利用計画、農用地。転用者、別海町別海２５６番地の８、梅澤大輔。

以上で、議案第３号の内容説明を終わります。

〇議長（信夫会長）
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はい、議案第３号の事務局説明が終わりました。ここで調査に当たられた

委員の説明を求めたいと思います。

１号につきまして、７番押田委員お願いいたします。

〇７番 押田委員

はい、説明いたします。梅澤さんの育成舎建設の案件なのですが、この場

所は親牛舎の裏側で通年にわたりパドックにされている場所でございます。

問題ないと見てまいりましたのでよろしくお願いいたします。

〇議長（信夫会長）

議案第３号につきまして委員説明が終わりました。それでは議案第３号に

つきまして質疑を受けたいと思います。何か御質問ございませんか。

〇委員

（「なし」の声あり）

〇議長（信夫会長）

なしということですので、採決に入りたいと思います。否決の方の挙手を

求めます。

〇委員

（挙手なし）

〇議長（信夫会長）

挙手なしということですので、議案第３号につきまして原案どおり可決す

ることに決定し、北海道農業会議へ意見聴取のうえ、その回答が許可相当の

場合は、会長の専決により申請者へ許可書を交付することとします。

◎日程第５ 議案第４号

〇議長（信夫会長）

日程第５ 議案第４号「農地法第５条第１項の規定による許可申請につい

て」を議題に供します。

事務局より議案の朗読と内容の説明をお願いします。

〇事務局（大山主幹）

議案第４号、農地法第５条第１項の規定による許可申請について。次の者

から農地法第５条第１項の規定による許可申請書の提出があったので、許可

の決定を求める。本申請につきましては、立地基準及び一般基準を満たし、

農用地利用集積計画及び農業振興地域整備計画に支障を及ぼすものではあり

ません。それでは議案を朗読させていただきます。

第１号、許可を受けようとする土地の表示及び面積、別海９－６外５筆、

計２万２，３１５㎡。契約内容、使用貸借。目的、砂採取。計画内容、砂採

取量、計２万３，３４７㎥。転用基準、区分、農用地。許可理由、農地法施

行令第１１条第１項第１号。土地利用計画、農用地。所有者、別海町別海１

０番地の３８、松木吉孝。転用者、中標津町東２６条北１丁目１２番地、有

限会社長川産業 代表取締役 柳原幸司。
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以上で議案第４号の内容説明を終わります。

〇議長（信夫会長）

はい、議案第４号の事務局説明が終わりました。ここで、調査に当たられ

た委員の説明を求めます。

１号につきまして８番山田委員お願いします。

〇８番 山田委員

はい、御説明いたします。現地は先ほど完了届のあったところの更新案件

です。特に問題ないと思いますので、よろしくお願いいたします。

〇議長（信夫会長）

議案第４号の委員説明が終わりました。それでは議案第４号につきまして

質疑を受けたいと思います。何か御質問ございませんか。

〇委員

（「なし」の声あり）

〇議長（信夫会長）

なしということですので、採決に入りたいと思います。否決の方の挙手を

求めます。

〇委員

（挙手なし）

〇議長（信夫会長）

挙手なしということですので、議案第４号につきまして原案どおり可決す

ることに決定し、北海道農業会議へ意見聴取のうえ、その回答が許可相当の

場合は、会長の専決により申請者へ許可書を交付することとします。

◎日程第６ 議案第５号

〇議長（信夫会長）

日程第６ 議案第５号「別海町農用地利用集積計画の決定について」を議

題に供します。

事務局より議案の朗読と内容の説明をお願いいたします。

〇事務局（川原主任）

議案第５号、別海町農用地利用集積計画の決定について。別海町農業経営

基盤強化の促進に関する基本的な構想第５第１項第６号による計画について、

農業経営基盤強化促進法等の一部を改正する法律附則第５条第１項により決

定を求める。

本案は所有権の移転が１０件、利用権の設定が８件となっております。そ

れでは所有権の移転から朗読させていただきます。

第１号、所有権の移転を受ける者、別海町別海６５番地の１９、株式会社

ヨシダファーム 代表取締役 吉田健太朗。所有権の移転をする土地、別海

１０８－６外８筆、計１２万６１２㎡。所有権の移転をする者、札幌市中央

区北５条西６丁目１番地２３、公益財団法人北海道農業公社 理事長 小田
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原輝和。所有権の移転の内容、利用目的、牧草畑として利用。所有権の移転

時期、令和６年５月２７日。対価、６３４万円。対価の支払い方法、指定口

座に振込。対価の支払い期限、令和６年８月２９日。引渡しの時期、対価の

支払日。当事者間の法律関係、売買。

次号から第９号までの所有権の移転をする者、利用目的、対価の支払い期

限、次号から第１０号までの所有権の移転時期、対価の支払い方法、引渡し

の時期、当事者間の法律関係については同文ですので朗読を省略いたします。

第２号、所有権の移転を受ける者、別海町別海３８番地の７、株式会社坂

野下ファーム 代表取締役 坂野下貴志。所有権の移転をする土地、別海１

１０－１８外１１筆、計３０万３，４４５㎡。所有権の移転の内容、対価、

１，４４６万５，０００円。

第３号、所有権の移転を受ける者、別海町別海２６３番地の７、有限会社

ヤグチッチ 代表取締役 矢口義道。所有権の移転をする土地、別海１１１

－６６外３筆、計８万５００㎡。所有権の移転の内容、対価、３１４万６，

０００円。

第４号、所有権の移転を受ける者、別海町別海１３１番地の１１９、佐藤

孝。所有権の移転をする土地、別海１１２－８、計２万５，８３０㎡。所有

権の移転の内容、対価、９１万円。

第５号、所有権の移転を受ける者、別海町別海６１番地の４１、玉置卓也。

所有権の移転をする土地、別海１４８－６外９筆、計４２万２，５３８㎡。

所有権の移転の内容、対価、２，２８３万２，０００円。

第６号、所有権の移転を受ける者、別海町別海１５６番地の２、有限会社

清實牧場 代表取締役 清實一喜。所有権の移転をする土地、別海１４９－

６８外６筆、計１１万３，０７７㎡。所有権の移転の内容、対価、５３０万

６，０００円。

第７号、所有権の移転を受ける者、別海町大成８３番地の３、佐藤正一。

所有権の移転をする土地、大成７１－５、計４万７，５７９㎡。所有権の移

転の内容、対価、３０５万５，０００円。

第８号、所有権の移転を受ける者、別海町大成７５番地の１７、宍戸一哉。

所有権の移転をする土地、大成７４－１外１筆、計８万９，３０８㎡。所有

権の移転の内容、対価、５４２万３，０００円。

第９号、所有権の移転を受ける者、別海町大成７３番地の１０、有限会社

ハイエストファーム 代表取締役 二瓶義則。所有権の移転をする土地、大

成２０－２外１０筆、計３１万４，５６８㎡。所有権の移転の内容、対価、

１，８４５万１，０００円。

第１０号、所有権の移転を受ける者、別海町西春別１３４番地の２５、株

式会社アトリエ 代表取締役 門脇慶一。所有権の移転をする土地、西春別

７０－１０外２筆、計１，７０１㎡。所有権の移転をする者、別海町西春別

１０３番地の５、株式会社アグリライフ 代表取締役 中洞裕。所有権の移

転の内容、利用目的、牧草畑及び採草放牧地として利用。対価、１，０００
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円。対価の支払い期限、令和６年１１月３０日。調整委員、大内委員、及川

委員。

続いて利用権の設定です。

第１号、利用権の設定を受ける者、別海町中西別３０９番地の９４、村山

和哉。利用権を設定する土地、中西別３０９－４外４筆、計２３万９，５５

１㎡。利用権の設定をする者、別海町中西別３０９番地の２０、徳井伸吉。

設定する利用権、利用権の種類、賃借権。内容、牧草畑及び採草放牧地とし

て利用。始期、令和６年６月２５日。終期、令和１１年６月２４日。借賃、

年間４７万９，６００円。借賃の支払いの方法、毎年、１１月３０日までに

指定口座に振り込むものとする。当事者間の法律関係、賃貸借。調整委員、

斉藤委員、加藤委員。

次号から第３号までの利用権の設定をする者、内容、調整委員、次号から

第４号までの始期、終期、次号から第６号までの借賃の支払いの方法、次号

から第８号までの利用権の種類、当事者間の法律関係については同文ですの

で朗読を省略いたします。

第２号、利用権の設定を受ける者、別海町中西別３０８番地の５３、株式

会社フィードバンク 代表取締役 宮田豊治。利用権を設定する土地、中西

別３０９－７外２１筆、計５４万３，５５３㎡。設定する利用権、借賃、年

間１１８万３，２００円。

第３号、利用権の設定を受ける者、別海町中西別３１０番地の４２、藤田

浩義。利用権を設定する土地、中西別３０９－１８外６筆、計８万１４９㎡。

設定する利用権、借賃、年間２１万２，８００円。

第４号、利用権の設定を受ける者、別海町大成８０番地の３、有限会社菅

野牧場 代表取締役 菅野孝徳。利用権を設定する土地、大成７１－３外２

筆、計５万２５４㎡。利用権の設定をする者、別海町大成６６番地の９、近

藤静男。設定する利用権、内容、牧草畑として利用。借賃、年間１６万円。

調整委員、石毛委員、岡崎委員。

次号から第６号までの利用権の設定をする者、調整委員、次号から第８号

までの内容については同文ですので朗読を省略いたします。

第５号、利用権の設定を受ける者、別海町大成８３番地の３、佐藤正一。

利用権を設定する土地、大成７１－２外１筆、計４万７，２６１㎡。設定す

る利用権、始期、令和６年６月２日。終期、令和１１年６月１日。借賃、年

間１５万４００円。

第６号、利用権の設定を受ける者、別海町大成７３番地の１０、有限会社

ハイエストファーム 代表取締役 二瓶義則。利用権を設定する土地、大成

６６－１外８筆、計４５万１３㎡。設定する利用権、始期、同上。終期、同

上。借賃、年間１１８万３，６００円。

第７号、利用権の設定を受ける者、別海町西春別１３４番地の２５、株式

会社アトリエ 代表取締役 門脇慶一。利用権を設定する土地、西春別７１

－８外４筆、計８万８，８５６㎡。利用権の設定をする者、札幌市中央区北
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５条西６丁目１番地２３、公益財団法人北海道農業公社 理事長 小田原輝

和。設定する利用権、始期、令和６年５月２７日。終期、令和６年９月３０

日。借賃、年間９万９，７００円。借賃の支払いの方法、毎年、１２月１０

日までに指定口座に振り込むものとする。調整委員、大内委員、及川委員。

第８号、利用権の設定を受ける者、別海町西春別１０３番地の５、株式会

社アグリライフ 代表取締役 中洞裕。利用権を設定する土地、西春別８８

－１外９筆、計２１万４，００５㎡。利用権の設定をする者、同上。設定す

る利用権、始期、同上。終期、同上。借賃、年間２２万４，８２０円。借賃

の支払いの方法、同上。調整委員、同上。

以上で議案第５号の内容説明を終わります。

〇議長(信夫会長)

はい、議案第５号の事務局説明が終わりました。

所有権の移転の１号から９号は北海道農業公社買戻し案件ですので、事務

局説明のみとさせていただきます。

なお、利用権の設定の３号につきましては、１５番藤田委員に関する案件

ですので、農業委員会等に関する法律第３１条及び別海町農業委員会会議規

則第１４条の規定に基づき議事参与制限により一時退席を求めます。

（１５番 藤田委員 一時退席）

〇議長(信夫会長)

それでは、利用権の設定の３号につきまして、調整に当たられた委員の説

明を求めます。

利用権の設定の３号につきまして、１９番斉藤委員お願いします。

〇１９番 斉藤委員

はい、説明します。離農した徳井さんの農地を継続して藤田さんが賃貸借

する案件です。よろしくお願いいたします。

〇議長(信夫会長)

利用権の設定の３号の委員説明が終わりました。

ここで、利用権の設定の３号につきまして、質疑を受けたいと思います。

何か御質問ございませんか。

〇委員

（「なし」の声あり）

〇議長（信夫会長）

なしということですので、採決に入りたいと思います。否決の方の挙手を

求めます。

〇委員

（挙手なし）

〇議長（信夫会長）

挙手なしということですので、議案第３号の利用権の設定の３号につきま

して、原案のとおり許可することに決定します。
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ここで、１５番藤田委員に対する議事参与制限を解除します。

（１５番 藤田委員 着席）

〇議長（信夫会長）

議事を再開します。

それでは、議事参与制限以外につきまして、調整に当たられた委員の説明

を求めます。所有権の移転の１０号につきましては２５番大内委員、利用権

の設定の１号及び２号につきましては１９番斉藤委員、４号から６号につき

ましては６番石毛委員、７号及び８号につきましては２５番大内委員にお願

いします。

それでは所有権の移転の１０号につきまして、２５番大内委員お願いしま

す。

○２５番 大内委員

はい、御説明いたします。少し複雑でして、アグリライフの代表取締役が

変わった際に一部の畑を買い取りしたくないという話が出て、議案第１号の

第２号でアグリライフと北海道農業公社が合意解約することになりました。

その解約した農地をアトリエが買い取ることになりまして、そこに付属して

アグリライフ名義になっていた北海道農業公社が買い取れなかった農地をア

グリライフからアトリエに所有権移転するものです。以上です。

〇議長（信夫会長）

続きまして、利用権の設定の１号、２号につきまして、１９番斉藤委員

お願いします。

○１９番 斉藤委員

はい、説明します。先ほどと同じように徳井さんの離農に伴って村山さん

とフィードバンクと賃貸契約を結ぶ案件です。よろしくお願いいたします。

〇議長（信夫会長）

続きまして、利用権の設定の４号から６号につきまして、６番石毛委員

お願いします。

○６番 石毛委員

はい、説明いたします。４号の菅野牧場、５号の佐藤正一さん、６号のハ

イエストファーム共に近藤静男さんと賃貸借の契約を結んでおりまして、そ

れが満期を迎えたことによる同じ内容での更新案件となります。よろしくお

願いいたします。

〇議長（信夫会長）

続きまして、利用権の設定の７号、８号につきまして、２５番大内委員

お願いします。

○２５番 大内委員

はい、説明いたします。先ほど説明したとおり、７号はアグリライフが買

い取りたくないという農地をアトリエが引き継ぐという案件です。８号につ

きましては、残りの部分はアグリライフがそのまま引き取るという案件です。

以上です。
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〇議長（信夫会長）

議案第５号の議事参与制限以外の委員説明が終わりました。

それでは、議案第５号の議事参与制限以外につきまして、質疑を受けたいと

思います。何か御質問ございませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（信夫会長）

なしということですので、採決に入りたいと思います。否決の方の挙手を

求めます。

〇委員

（挙手なし）

〇議長（信夫会長）

挙手なしということで、議案第５号の議事参与制限以外につきまして、原

案どおり決定します。

◎日程第７ 議案第６号

〇議長（信夫会長）

日程第７ 議案第６号「現況証明願いについて」を議題に供します。

事務局より議案の朗読と内容の説明をお願いいたします。

〇事務局（大山主幹）

議案第６号、現況証明願いについて。次の者から現況証明願いが提出され

たので、北海道農地法関係事務処理要領第９第４項の規定により証明する。

今月は３件の提出がありました。それでは朗読させていただきます。

第１号、所在、中春別７５－１０、面積計８２２．９３㎡。利用状況、雑

種地。所有者、別海町中春別７５番地２４、小野榮一。

第２号、所在、中春別１５９－３、面積計１，１２２．６７㎡。利用状況、

雑種地。所有者、別海町中春別１５９番地の３、富永松太郎。

第３号、所在、中春別３０７－３６、面積計４７１．６７㎡。利用状況、

雑種地。所有者、別海町中春別３０７番地の３４、中山勝志。

以上で議案第６号の内容説明を終わります。

〇議長（信夫会長）

はい、議案第６号の事務局説明が終わりました。ここで現地調査に当たら

れた委員の説明を求めたいと思います。１号につきましては３番芳賀委員、

２号及び３号につきましては５番石森委員にお願いします。

それでは、１号につきまして３番芳賀委員お願いいたします。

○３番 芳賀委員

はい、小野さんの件なんですけれど、現場は数年前に造ったかんがい施設

と道路に挟まれた角地になっています。すでに車庫等が建っていて出入の場

所として使われていたのですが、その一部の公簿地目が畑であることが判明

し、これを雑種地として証明したいと思います、よろしくお願いいたします。
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○議長（信夫会長）

続きまして、２号及び３号につきまして５番石森委員お願いいたします。

〇５番 石森委員

はい、御説明いたします。まず２号ですけれども、富永さんの娘さんの新

居を建てたいということで現地を見てまいりました。３号の中山さんは従業

員の住宅を建てたいということで現地を見てまいりました。どちらも非農地

として確認いたしましたので、よろしくお願いいたします。

〇議長（信夫会長）

議案第６号の委員説明が終わりました。ここで議案第６号につきまして質

疑を受けたいと思います。何か御質問ございませんか。

〇委員

（「なし」の声あり）

〇議長（信夫会長）

なしということですので、採決に入りたいと思います。否決の方の挙手を

求めます。

〇委員

（挙手なし）

〇議長（信夫会長）

挙手なしということですので、議案第６号につきまして原案のとおり証明

することに決定します。

◎日程第８ 議案第７号

〇議長（信夫会長）

日程第８ 議案第７号「令和５年度農業委員会による最適化活動の点検・

評価について」を議題に供します。

事務局より議案の朗読と内容の説明をお願いいたします。

〇事務局（大山主幹）

議案第７号、令和５年度農業委員会による最適化活動の点検・評価につい

て。農業委員会による最適化活動の推進等について（令和４年２月２日付け

３経営第２５８４号農林水産省経営局長通知）に基づき、当農業委員会にお

ける令和５年度の最適化活動の点検・評価を次のとおりとする。

本議案の概要としまして、農業委員会は、農業委員会等に関する法律第６

条第２項の規定により、農地の集積、遊休農地の解消、新規参入の促進とい

った農地等の利用の最適化の推進に係る活動（最適化活動）を実施すること

とされており、その実施に当たっては、透明性を確保する必要があることか

ら、令和４年度から、毎年度、最適化活動の目標を設定し、実施状況及び達

成状況を公表するとともに、北海道知事など関係機関への報告が必要となる

ことから、令和５年度に設定した最適化活動の目標の設定等に係る点検・評

価について、本議案のとおり取りまとめたものであります。

２８ページをお開きください。Ⅰ 農業委員会の状況については、目標設
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定と同じく令和５年４月１日現在の内容について記載しております。

次に２９ページをご覧ください。上段からの「１ 最適化活動の成果目標」

「（１）農地の集積」の①現状及び課題、②目標については目標設定時の数

値となっております。③の令和５年度の実績としましては、令和５年度の新

規集積面積は３，７３４ヘクタール、令和５年度末の集積面積の累計につい

ては６万４，６４２ヘクタールであり、年度末の集積率は１０２．３％とな

っております。目標に対する達成状況については、９８．６％となっていま

すが、新規集積面積の目標１，８７１ヘクタールに対し、実績の新規集積面

積が大きく上回っていることから、農業委員会の点検結果については「新規

集積面積の目標に対し、目標以上の農地を集約することができた」としてお

ります。

２９ページ下段から３０ページ中段までは「（２）遊休農地の発生防止・

解消」の項目となりますが、現状遊休農地は発生していないことから、３０

ページの点検結果については「農地パトロールなどの活動により遊休農地の

発生を防止をすることができた」としております。

３０ページ下段から３１ページ上段にかけては「（３）新規参入の促進」

の項目となり、①現状及び課題、②目標については目標設定時の数値となり

ます。③実績としましては、参入経営体数が７件、取得農地面積が５９４．

６ヘクタールとなり、農業委員会の点検結果としましては令和２～４年度の

現状と比較し「例年以上に新規参入に伴う農地の集約があった」という評価

としております。

３１ぺージ中段、「２ 最適化活動の活動目標」の（１）最適化活動を行

う日数目標、（２）の活動強化月間の設定の①目標については、目標設定時

の数値となります。①の目標に対する②の実績については、取組時期の４月

から６月におきましても、貸付け売買等の農業委員による意向確認やあっせ

ん会議等の実施等について行われていることから記載のとおりの実績として

おります。

次に３２ページになりますが、（３）新規参入相談会の参加の項目につい

ては、会長が別海町酪農研修牧場入所式へ出席の際に、新規就農者などと意

見交換を行っているということで実績に含めております。３２ページ中段に

「農業委員会の点検・評価結果」として令和５年度の最適化活動の目標の達

成状況の評語を記載する項目があります。添付は省略させていただいていま

すが、別途通知によりそれぞれの項目、１最適化活動の成果目標から新規参

入相談会までの実績（達成状況）に応じて点数割り振られおり、それぞれの

合計点に応じた評語が示されております。令和５年度におきましては、５点

以上、１０点未満に当たる「目標に対して期待通りの結果が得られた」と結

果になっております。なお、３２ページ下段の「推進委員等の点検・評価結

果」につきましては、農業委員の活動日数が主な採点の項目となっているこ

とから、提出いただいている活動記録簿から活動日数等を集計し、記載のと

おりの割り振りとさせていただいています。
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最後に３３ページの「Ⅲ 事務の実施状況」についてです。「１総会の開

催実績」「２農地法３条に基づく許可事務」「３農地転用に関する事務」に

ついては、令和５年度の総会の開催実績、許可事務等の処理件数について集

計を行い、記載しております。また、「４違反転用への対応」についても令

和５年度におきましては、違反転用の実績はありませんので、現状の違反転

用面積、違反解消面積も０ヘクタールとしております。

なお、本議案を議決いただいた後には、通知に基づき６月末までに町ホー

ムページで公表を行うとともに、北海道などの関係機関へ報告を行うものと

なっております。

以上で議案第７号の内容説明を終わります。

〇議長（信夫会長）

はい、議案第７号の事務局説明が終わりました。この案件につきましては、

点検・評価に関する案件ですので、事務局説明のみとさせていただきます。

それでは、議案第７号につきまして質疑を受けたいと思います。何か御質問

ございませんか。

〇委員

（「なし」の声あり）

〇議長（信夫会長）

なしということですので、採決に入りたいと思います。否決の方の挙手を

求めます。

〇委員

（挙手なし）

〇議長（信夫会長）

挙手なしということですので、議案第７号を原案のとおり決定します。

◎日程第９ 議案第８号

〇議長（信夫会長）

日程第９ 議案第８号「別海町農業委員会だより広報委員会設置要綱の一

部を改正する訓令の制定について」を議題に供します。

事務局より議案の朗読と内容の説明をお願いいたします。

〇事務局（川畑事務局長）

議案第８号、別海町農業委員会だより広報委員会設置要綱の一部を改正す

る訓令の制定について。別海町農業委員会だより広報委員会設置要綱の一部

を改正する訓令を次のように制定する。

改正文の朗読は省略させていただきまして、議案資料にて説明させていた

だきます。１５ページ、別海町農業委員会だより広報委員会設置要綱一部改

正新旧対照表となります。右が改正前、左が改正後、改正個所は下線部分と

なります。改正内容としましては、第５条の委員の任期を１年から３年に改

正するものです。改正理由といたしましては、農業委員会だよりの記事作
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成・編集等を考えると、農業委員の任期と同じ３年にすることが望ましいこ

と及び、これまで農業委員の任期の中で広報委員の改選を行ったことがない

ことから、現状に合わせまして３年とするものです。また、４月の総会終了

後に行いました広報委員会におきまして、改正内容の了承を得ていることを

申し添えます。なお、附則といたしましてこの訓令は令和６年５月２４日か

ら施行するものとし、経過措置といたしまして現在、在任する委員の任期は

第５条第１項の規定にかかわらず、令和８年７月１９日までとするものです。

以上で議案第８号の内容説明を終わります。

〇議長（信夫会長）

はい、議案第８号の事務局説明が終わりました。この案件につきましては、

訓令の制定に関する案件ですので、事務局説明のみとさせていただきます。

それでは、議案第８号につきまして質疑を受けたいと思います。何か御質問

ございませんか。

〇委員

（「なし」の声あり）

〇議長（信夫会長）

なしということですので、採決に入りたいと思います。否決の方の挙手を

求めます。

〇委員

（挙手なし）

〇議長（信夫会長）

挙手なしということですので、議案第８号を原案のとおり決定します。

◎閉会宣言

〇議長（信夫会長）

以上で本総会に提出された議案の審議は全て終了しました。

これをもちまして、第１２回総会を閉会します。


